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有識者懇談会の意見をとりまとめた提言書が提出されました
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○2019 年 3月 15 日：都市計画審議会
○2019 年 3月下旬    ：富里市都市計画マスタープラン 策定

ワーキンググループ会議や策定委員会での意見を踏まえ、計画書（案）を
作成しました。

02

今後は 3月下旬の計画書策定に向けた最終調整を行っていきます！

富里市次期都市計画マスタープラン 提言書（概要）

1. 人口減少や少子高齢化等，人口構造の変化を見据えたまちづくりを図ること
●１３の村が一つとなり今日の富里が形成されてきた経緯等も踏まえた多極ネットワーク型コンパクト
　シティの実現に向けた方策を明らかにするとともに、人口減少下においても、持続可能で誰もが暮ら
　しやすいまちの実現に向け、必要な都市機能が必要なゾーンに集積された地域区分を検討することが
　必要である。
●今後の富里市を担っていく子育て世代が住み良いまち、今後も増加が見込まれている高齢者が安全、
　安心に暮らせるまちを目指し、幅広い世代の定住促進に向けた方針を示すこと。

2. 広域的な交通ネットワークの強化と地域内交通の利便性向上を図ること
●空港をはじめ、近隣地域と本市の利便性向上に資する道路整備の実現、バス等の公共交通の充実に向
　けた方針を示すこと。
●鉄道駅のない本市においては、バスサービスの維持及び拡充が不可欠である。自動運転等の技術開発
　が進んでいること等も踏まえた今後の公共交通の在り方を明らかにすること。

3. 効果的かつ効率的な都市基盤整備の充実を図ること
●道路や下水道、公共施設等のインフラ施設における老朽化の進行が課題となっており、生活の安全性
　を確保していくためにも適切な維持管理を図っていくことが必要である。
●人口減少が進むとともに，市の財政状況も逼迫していくことが予想されることから、地域特性に応じ
　た基盤整備の在り方を明らかにするとともに、既存ストックの活用を図るなど、効率的な維持管理に
　向けた方針を示すこと。

4. 産業振興による地域活力の向上を図ること
●本市の基幹産業である農業では、担い手不足や農業従事者の高齢化の進行等により、活力低下が懸念
　されることから、持続的な発展に向けた方針が必要である。
●商業施設が集積する地域については、様々な機能を集積し、拠点的な機能を高めながら、空き家や空
　き店舗等の有効活用も含めた活力向上を図っていくことが必要である。
●地域活力の向上に向けては、交流人口の拡大を図っていくことも重要であることから、旧岩﨑家末廣
　別邸の交流拠点化等によるにぎわいの創出に向けた方針を明らかにすること。

5. 防災対策の強化と防災意識の醸成を図ること
●東日本大震災以降、市民の防災に対する意識は高まっており、市民や事業者、行政等が一丸となって
　防災対策に取り組んでいくことが重要である。
●インフラ施設に対する耐震化などのハード対策のみならず、防災に関する情報発信や防災訓練の実施
　等のソフト対策両面に対する方針を示すこと。

6. 様々な主体による協働のまちづくりを図ること
●人口減少下においては、市民の力、地域の力、事業者の力など、様々な主体による協働のまちづくり
　を推進していくことが非常に重要となる。
●市民や地域との協力、支援体制の構築、強化や、民間活力の積極的な導入に向けた方針を示すこと。

　昨年 11 月 2日から縦覧を行った「次期都市計画マスタープラン（素案）」について、11 月 26 日の第 7回
ワーキンググループ会議、12 月 20 日の第 6回策定委員会にて議論を行い、これらを踏まえた「次期都市計画
マスタープラン（案）」をとりまとめました。

■ 計画書（素案）からの主な校正事項

　1980 年から 2016 年にかけて緩やかに宅地化が進行しており、
富里第二工業団地（1990 年）や七栄北新木戸地区（2004 年）の
市街化区域編入を行いながら、土地利用の誘導を図ってきました。

　市役所周辺は行政や文化機能が集積する都市拠点として、魅力的
な空間づくりを図るものとしており、図書館や保健センター、こど
も館、給食センター等の整備を行いました。
　また、酒々井 IC と国道 409 号を結ぶ市道 01-008 号線バイパスの
整備により、生活道路の安全性向上を図りました。

　本計画の改定にあたっては、専門的な見地からの意見を聴くため、都市計画や協働、防災、経済、教育、
医療、交通、環境に精通した関係団体の代表等により構成された有識者懇談会を設置しており、1月 24 日に
最終となる第 5回有識者懇談会を開催しました。
　また、2月 6日にこれまでの意見をとりまとめた提言書が市長提出されました。
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②多くの市民のみなさまに関心を持っていただけるよう、都市計画に関する豆知識や協働の
　まちづくりに関するコラムを記載しました。

①計画見直しに至った経緯をより分かりやすくするため、2002 年に策定した現行計画に対する
　評価・検証結果を追加しました。
土地利用に関する定量的な評価

　さとバス、デマンド交通の利用者数は、実証運行を開始した
2013 年から徐々に増加しています。今後も積極的な利用により、
地域で公共交通の利便性を支えていくことが大切です。

　本市は 2018 年 6 月に景観行政団体へと移行し、今後、景観計画
を作成し、市民や企業等との協働による富里らしい景観づくりに取
り組んでいきます。

◆市民による景観づくりの例
・家の前に花や緑を増やす
・道路や公園等の緑化活動に参加する
・歴史的な建物や地域の文化を知り、後世に伝える

今後も公共交通を維持していくためには… 富里らしい景観づくりに向けて…

事業の進捗状況から見た評価

◆企業による景観づくりの例
・景観に配慮した屋外広告物の設置
・敷地内の緑化に努める
・企業 CSR 等を通じた地域との連携

市道 01-008 号線バイパス市道 01-008 号線バイパス市道 01-008 号線バイパス市立図書館（2002 年開設）市立図書館（2002 年開設）市立図書館（2002 年開設）

1日の平均利用者数

土地利用構成比の変化
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富里市都市計画マスタープランに関するかわら版は本号を持って最終とさせていただきます。
今後もまちづくりに関する情報発信に努め、計画の実現を目指していきます。最後までお読みいただき、ありがとうございました。

富里市都市計画マスタープラン（2019→2036）の構成03
計画書（案）では、計画の全体的な構成（本市を取り巻く社会情勢の変化や課題に対する、都市づくりの目標や将来都市像、都市づくりの基本的な方針の設定状況）を以下のように整理しています。

 
本市を取り巻く社会情勢の変化 本市が抱えている課題 都市づくりの目標と将来都市像 都市づくりの主な基本方針 

■人口減少・少子高齢化の進行 
・人口は 2005 年から減少傾向 
・少子高齢化は急速に進行 

■世帯構成の変化 
・単身世帯や夫婦のみ世帯、高齢者

の一人暮らしが増加 
・空き家や空き地の増加に伴う都市

のスポンジ化が懸念 

■交通量の増加に伴う慢性的な渋滞 
・国道 296 号や国道 409 号、県道 

成田両国線における慢性的な渋滞 

■公共交通サービスの不便さ 
・路線バスは広く運行しているが、

利便性の良い地域は限られる 

■産業振興に向けたポテンシャルの
向上 

・富里スイカの知名度の向上 
・工業団地における企業立地 100％ 

■地域固有の資源や文化の継承 
・馬のふるさとや旧岩﨑家末廣別邸 

など、地域資源が豊富 

■成田空港の機能強化等に伴う近隣
市町との連携強化の必要性 

・成田市や八街市、酒々井町間での
通勤・通学流動が増加 

■市民ニーズの変化 
・産業振興や防災等を重要視する 

傾向 

■上位関連計画 
・千葉県総合計画：2017 年改定 
・富里市総合計画：2016 年改定 
・成田都市計画 都市計画区域の整備 

開発及び保全の方針：2016 年改定 

課題① 
人口構造の変化に対応した 

持続可能なまちづくり 

・市街地の空洞化対策と土地利用コント
ロール 

・高齢化社会への対応 
・次世代を担う人材の確保 

課題② 
公共交通ネットワークによる 

人や環境にやさしいまちづくり 

・環境負荷の低減 
・交通移動手段の確保 
・次世代交通等も含めた公共交通のあり

方を検討 

課題③ 
都市基盤の維持・充実による 

暮らしやすいまちづくり 

・物流等の増加に伴う交通渋滞の解消 
・コミュニティの希薄化への対応 
・バリアフリー化への対応 
・インフラ施設の適正な維持管理 

課題④ 
地域資源を活かした活力あるまちづくり 

・農林業の担い手確保 
・加速化する物流への対応 
・観光業の発展 

課題⑤ 
災害に強く、安全・安心なまちづくり 

・災害リスクへの備え 

課題⑥ 
協働による魅力あるまちづくり 

・協働によるまちづくりの促進 
・環境や景観への配慮 

方針 1 【主な関連課題：① ③】 
子どもから高齢者まで誰もが暮らし
やすい住環境づくり 

方針 2 【主な関連課題：② ③】 
誰もが安心して移動できる環境づく
り 

方針 3 【主な関連課題：③ ⑤】 
災害に強く、犯罪や事故が起こりに
くい安全・安心な環境づくり 

方針 1 【主な関連課題：④ ⑥】 
本市が誇る豊かな自然環境や農業環
境を活かす 

方針 2 【主な関連課題：③ ④】 
企業活動を活性化させる働きやすい
環境の向上 

方針 3 【主な関連課題：④ ⑥】 
観光・交流による「にぎわい」をつ
くる 

方針 1 【主な関連課題：② ④】 
広域交通を活かした経済や交流の流
れを生み出す 

方針 2 【主な関連課題：① ③】 
広域的なニーズにも対応した既存ス
トックの効果的かつ効率的な活用 

方針 3 【主な関連課題：④ ⑥】 
広域及び地域連携によるまちづくり
の推進 
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目標 1 
持続可能で誰もが暮らしやすい自立した
まちづくり 

目標 2 
富里の人、自然、歴史・文化が輝く魅力
あふれるまちづくり 

目標 3 
広域交通の要衝を支え、未来へつなぐま
ちづくり 

■土地利用の方針 
・多極ネットワーク型コンパクトシティの実現 
・多くの人が快適に暮らせる居住環境の形成 
・多様な都市機能の集積 
・既存の産業拠点の活用や新たな拠点の形成 
・農地や自然環境の保全・活用と、集落地コミュニティの維持 

■道路の方針 
・広域連携や地域連携に資する道路の機能（役割）の明確化 
・広域ネットワークの充実による波及効果を活用できる道路配置 
・通過交通が市街地や生活道路を迂回できる幹線道路網の充実 
・安全・安心に利用できる歩行空間や自転車走行空間の形成 
・計画的な調査・点検による維持管理 

■バス交通の方針 
・関係機関と連携した高速バスや市内外を結ぶバス路線の維持・拡充 
・新たな地域交通の拠点づくりの検討 
・広域連携による公共交通の整備 

■公園緑地の方針 
・観光振興と連携した豊かな自然や歴史的資源の活用促進 
・市街地緑化の促進と市街地農地の保全 
・河川や谷津田、斜面等による緑地空間ネットワークの形成 
・指定管理者制度や民間活力の導入、NPO 等との協働 

■供給処理施設の方針 
・地域特性に応じた公共下水道と合併浄化槽の組合せによる生活排水

処理率の向上 
・循環型社会の実現に向けた、ごみの減量やリサイクルの推進 
・処理施設の効率的な整備・運営管理 

■都市環境の方針 
・北総台地の景観や河川沿いの谷津田など、豊かな自然景観、農村景

観の保全 
・景観行政団体としての景観計画の策定 

■都市防災の方針 
・災害リスクの高い地域を避けた都市機能や居住の誘導 
・避難施設の機能強化や緊急輸送道路の指定とネットワーク化 
・公園などのオープンスペースの確保・充実 
・既存消防署の充実と消防団の強化、救急救助体制の強化 
・消化活動に必要な防火水槽・消火栓の設置、河川等既存水利の活用 
・防災上危険な木造密集地等の解消 

■その他の方針 
・防犯や交通安全に配慮した都市施設の整備 
・空き家の有効活用と適正な維持管理に向けた支援 

【将来人口フレーム】※(　)は市街化区域の目標人口

基準年次 2016年：49,897人（20,748人）
中間年次 2026年：49,000人（20,000人）
目標年次 2036年：48,000人（19,600人）


